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熱溜り ①

⑥

④
③

⑤

②

N

住宅建設
予定地

◀

畑

外観 ( 道路側から玄関ポーチを見る )

トップライト内観

リビングダイニング 玄関ホール

▽最高高さ=GL+6285
▽梁天端 =GL+6150

▽梁天端 =GL+4150

▽梁天端 =GL+2925

▽1FL=GL+611
▽FL=GL+476

▽設計 GL±0

東西

① 熱線吸収塗料を塗ったアルミ曲面反射板で太陽光の熱を漉し取り、
　反射板上部に熱溜りを作る

⑥ 夏場に溜まった熱はトップライトから排熱する

⑤ 居室内の暖気が反射板上の熱溜りに移動し、再度床下ダクトファンで
　引っぱる事で空気を循環させる

④ 床に設置したガラリから暖気として居室に吹き出す

③ 床下に設置したダクトファンでトップライトで漉し取った熱を床下に引込む

② 光だけを内部空間に反射させる

副都心下の受光する住器

[ 外壁 ]
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板縦ﾊｾﾞ t0.4

通気胴縁 t18
透湿防水ｼｰﾄ
構造用合板 t9

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t100
胴縁

柱 105×105

[ 屋根 ]
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.4 縦ﾊｾﾞ葺き

改質ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ( 針穴ｼｰﾘﾝｸﾞ性 )
野地板 t12

垂木 45×18@455( 通気層 )
構造用合板 t12 二重張り

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t200(100+100)

[ 天井 ]
曲げ合板 t9

AEP

[ 壁 ]
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5
AEP

アルミダクト
150Φ

トップライト
（南端のみ開閉式）

[ 壁 ]
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t5.5

OSUC
[ 天井 ]

ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t4.0
OSUC

[ 床 ]
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2
根太ﾚｽ合板 t24
大引 90x90 @910
鋼製束

[ 床 ]
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12
根太ﾚｽ合板 t24
大引 90x90 @910
鋼製束

ダクト換気扇

[ 床 ]
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げ
防塵塗装

　計画地はメインの通りから少しだけ入った、静かな街並みの

中の「旗竿敷地」で、周囲は住宅に囲まれています。クライア

ントは夫婦 2 人、小さな子ども 2 人の 4 人家族です。このよ

うな敷地条件であるため、当初からプライバシーに配慮しつつ

も光を取込んだ空間にしたいという要望がありました。壁面の

開口部は最低限に抑え、トップライトからメインの採光を取り

入れる計画としています。トップライトのすぐ下に熱線吸収塗

料を塗った反射板を設けて、この反射板に「取り入れたすべて

の光」を一度反射させ、「光から熱を『漉し取って』しまって

から、光だけを内部空間に取り入れよう」ということを考えて

います。冬季に反射板上に溜まった熱はアルミダクトで床下ま

で運び冬場の暖房として利用する計画としています。

南端の開閉式窓から
夏季の排熱を確保する

隣地には戸建て住宅が建設予定

熱電対線により季節ごとの室温と
表面温度をロガーに記録する

反射板で熱を吸収し
光のみ反射させる

熱線吸収塗料を塗布した反射板

トップライトから光を取込む

直射光は全て反射板に当てる

1650
1770

2730
6825

1820

675
455

1650
910

2730
1535

1820

512

6825

3640 1820 1820
11830

1570 9101160 910

1365
3640

1365
2730 2730

1478

4095
2275

740
2560

2730
2730 910

1820

3640 5460
11830

6825

1650
1770

2730
6825

675
455

4095
2275

1570 1160

1650
910

512
1478

740
2730

1535
2560

1365
3640

1365
2730

2730 910

１階平面図　S= 1 / 1 5 0

ロフト階平面図　S= 1 / 1 5 0
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副都心下の受光する住器
所在地　：宮城県仙台市

主要用途：専用住宅

家族構成：夫婦＋子供 2 人

設計監理：㈲都市建築設計集団

施工　　：株式会社  気仙沼工務店

構造　　：木造平屋  ベタ基礎

敷地面積：1 8 4 . 5 9 ㎡

建築面積：9 2 . 3 4 ㎡

延べ面積：8 9 . 8 4 ㎡

地域地区：第二種住居地域

前面道路：私道  幅員 4 . 0m

用途地域：第二種住居地域

防火地域：2 2 条区域

設計期間：2 0 1 8 年 3 月

　　　　　～ 2 0 1 9 年 3 月

施工期間：2 0 1 9 年 4 月～ 1 2 月　

ダイニングからリビングとキッチンを見る

ダイニングからトップライトを見る

南東からのロフト全景

反射板

反射板

脱衣室上部からスタディコーナーを見る

アルミダクト

反射板上に溜まった冬季の熱を
ダクトで床下まで運ぶ

アルミダクトで床下まで運んだ暖気は
床面に設置したガラリから居室に吹き出す

東側床面に照明を設置し夜に東側天井面を照らす

反射板によって拡散された光がダイニングやキッチン、スタディコーナーなど
居住者が普段の生活で良く利用する空間を明るく照らす

エンボス加工（浮き出し模様）された
反射板を採用する事により光の拡散性を高め
天井面に反射する光のムラを軽減する


